
クリニカル・クラークシップの
成績判定・評価について
＜補足＞



合格基準<クリニカル・クラークシップＡ>

1. 各診療科における実習完了判定が「完了」判定であることを必須とする。
「未了」判定がある場合は不合格とする。

2. ①の条件を満たした上で，「各診療科における実習評価」（各実習診療科
における実習評価に実習日数を加味して再集計したもの）が60点以上を合
格とする。60点に達しない場合は不合格とする。

3. ②で合格基準を満たした場合，「医行為・経験症候の入力(F.CESS)」「講
演会参加」による加点を加味して再計算した点数（上限は100点）を総合成
績とする。



合格基準<クリニカル・クラークシップＢ>

1. 各診療科における実習完了判定が「完了」判定であることを必須とする。
「未了」判定がある場合は不合格とする。

2. ①の条件を満たした上で，「各診療科における実習評価」（各実習診療科
における実習評価に実習日数を加味して再集計したもの）が60点以上であ
ることを必須とする。60点に達しない場合は不合格とする。

3. ②で必須条件を満たした場合，「実習中の提出物」「医行為・経験症候の
入力(F.CESS)」「講演会参加」による加減点を加味して再計算した点数
（上限は100点）を総合成績とし，60点以上を合格とする。総合成績が60
点に達しない場合は，追加の課題・レポートを課し，その結果を以て合否
判定する。



実習が「未了」となるケース

実習を欠席し，欠席分の相談・対応が出来ていない場合

完了の場合：「完了」と表示
未了の場合：「未了」と表示
空欄の場合：評価未入力 臨床実習支援システム（F.CESS)

ポートフォリオ：学生評価 から確認できます



態度不良等の取扱い

遅刻過多，無断欠席，態度不良，

アンプロフェッショナルな行為

については，各評価項目の点数

に反映されます。（60点未満）
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程度によっては，受講に関して

問題のある学生の報告書（イエ

ローカード・レッドカード）が

提出される場合があります。
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